
テーマ

13：27 1．挨　　拶
　　大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻　教授　永井　利三郎

13：30 2．大阪大学医学部保健学科における現代GPへの取り組みの紹介
　　大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻　特任講師　酒井　佐枝子

13：40 3．招待講演
　 「発達障害児と家族の支援 : 夏期治療プログラムから学んだこと」
　　久留米大学医学部医学科小児科学　准教授　山下　裕史朗　先生

14：50 4．休　　憩

15：00 5．パネルディスカッション
　 「発達障害児を持つ保護者への支援 : その気づきと障害受容について」
　司　　会：永井利三郎、酒井佐枝子
　パネラー： 親の立場から 内藤　孝子 全国 LD親の会副会長
 教育の立場から 上好　　功 関西特別支援教育ネットワーク代表
 療育の立場から 谷岡とし子 北摂杉の子会アクトおおさか副センター長
 医師の立場から 山下裕史朗 久留米大学医学部医学科小児科学准教授

16：30 6．閉会の挨拶

プログラム

〈主　催〉　大阪大学医学部保健学科　現代GPワーキング

平成 19 年度 大阪大学医学部保健学科　現代GP公開講演会

現場に役立つ発達障害支援の実際

～気になる子どもと保護者への関わり方～

場 所 千里ライフサイエンスセンター「ライフホール」
　（大阪府豊中市新千里東町１丁目 4-2）

日 時 平成 19 年 10月 28日（日）
13時 30 分～16 時 30 分

Owner
スタンプ



《  講師のプロフィール  》

■山下裕史朗（やました・ゆうしろう）

1983年　久留米大学医学部卒業、1987同大学院卒業
1990～ 1993年　米国ベイラー医科大学小児科リサーチフェロー
2005年　久留米大学小児科　准教授
＜発達障害に関する主な経歴＞
長年にわたり、レット症候群や LD・ADHD親の会のサポートをしてきた。2003年イーライリリー
海外フェローシップ受賞し、ニューヨーク州立大バッファロー校でADHDの包括的治療法を学ぶ。
2004年から日本 LD学会公認の特別支援教育士スーパーバイザー。
2005年から北米以外では初のADHD児への夏期治療プログラムを久留米で開催。
現在、神経学的基盤に基づく特異的発達障害の診断・治療ガイドライン策定に関する研究班、発達障
害者の新しい診断・治療の開発に関する研究班分担研究員。

■内藤　孝子（ないとう・たかこ）

2000年から大阪 LD親の会「おたふく会」代表。2003年から現在　全国 LD親の会　副会長（就
労担当理事を兼任）。
2005年 12月から現在、日本発達障害ネットワーク協議委員。
2006年～2007年　大阪府発達障害者支援体制整備委員会委員。
2007年度大阪府特別支援教育連携協議会委員、特別支援教育士スーパーバイザー。

■上好　　功（うえよし・こう）

2005年に高等学校の教員、医師、家族と共に関西特別支援教育ネットワークを設立。特別支援教
育の広報活動や相談活動を行っている。
1984年、近畿情報高等専修学校　理科教員として勤務、2003年度より不登校・特別支援教育コー
ディネーター兼務。
LD学会　特別支援教育士。
日本トゥレット協会。

■谷岡とし子（たにおか・としこ）

所属と役職： 社会福祉法人北摂杉の子会
 大阪府発達障害者支援センター（アクトおおさか）副センター長
 自閉症療育センターwill・児童デイサービスセンター anセンター長
資　　　格： 保育士
職　　　歴： 公立の保育所や通園施設に保育士として、20数年勤務
退職後は、現法人で自閉症の療育およびに保護者への研修、発達検査・相談等などの業務（10年程）
現在は、アクトおおさかの業務として、市教委の講座や園・学校のコンサルテーションなどに従事。
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発達障害児と家族の支援：夏期治療プログラムから学んだこと

久留米大学小児科　准教授

山下　裕史朗
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招待講演

Owner
スタンプ
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発達障害児を持つ保護者への支援：その気づきと障害受容について

－保護者の立場からー

全国ＬＤ親の会・副会長

内藤　孝子

１．保護者の気持ち

ＬＤ等の発達障害の子どもは、乳幼児期には育てにくかったり、逆に手間がかからなかっ

たりする場合もあるが、通常の発達とずれを示すことがあり、幼児期の子どもをもつ保護者

は、「この子は、このまま大きくなっていいだろうか・・」というような将来への漠然とし

た不安を抱いている。さらに、乳幼児健診や教育相談等で、親の育て方の問題として責めら

れる場合もあり、疑念と混乱の中の中で子育てをしている状況にある。また、世間の障害へ

の偏見にも苦しめられ、子どもの「生きにくさ」を正面から受け入れることがなかなか困難

な場合も少なくない。

保護者は子どもの「生きにくさ」への不安と、それを受け入れがたい思いの中で大きくゆ

れている。子どもの将来への不安から、つい目の前の課題達成ばかり求めてしまい、かえっ

て子どもを追い詰めてしまうケースもあり、こういう状態から、子どもの発達のニーズに応

じた子育てしていくためには、それぞれの状況に応じた適切な子育て支援が不可欠である。

２．支援者に期待する役割

子どもへの支援には、その「幹」を通していかなくてはいけない。保護者が、目先の問題

の解決だけでなく、「大人になったとき、社会で生きていくために何が必要か」という視点

をもつことが必要なことではあると考えている。支援者から子育ての早い時期に、子どもへ

の具体的な支援に加え、保護者に子育ての考え方を提案していただくことを期待している。

当日は、親の会等でおこなったアンケートの結果から保護者が支援者に具体的にどんなサ

ポートを期待していることかも紹介する予定である。
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受容における支援の現状

関西特別支援教育ネットワーク 代表

上好　　功
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自閉症児の療育における支援

社会福祉法人　北摂杉の子会　アクトおおさか　副センター長

谷岡とし子
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